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（
平
家
の
全
盛
期
を
つ
く
っ
た
平
清

盛
の
長
男
で
優
秀
な
人
物
だ
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
）
の
子
孫
と
し

て
い
ま
す
が
、
祢
寝
氏
が
先
祖
を

重
盛
の
長
男
の
子
孫
と
し
て
い
る

の
に
対
し
、
田
代
氏
は
二
男
の
子

孫
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
興
味
深
い

と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
文
書
が
書
か
れ
た
の
は
文

明
５
年
（
一
四
七
三
）
で
す
が
、
３

年
前
の
文
明
２
年
に
は
田
代
清
定

は
鹿
児
島
に
移
り
、
島
津
氏
に
仕

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
３
年
後
の

文
明
８
年
に
は
、
田
代
氏
（
清
定

の
二
男
立
清
）
は
祢
寝
氏
の
12
代

重
清
に
よ
っ
て
田
代
の
領
地
を
併

合
さ
れ
て
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
背

景
が
関
係
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

文
献
か
ら
見
て
こ
の
頃
か
ら
島
津

家
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　

田
代
家
が
平
資
盛
の
子
孫
で

あ
る
の
に
対
し
、
小
牧
家
は
侍
大

将
だ
と
し
て
い
ま
す
。
文
治
元
年

（
一
一
八
五
）、
戦
い
に
敗
れ
日
向
灘

を
南
下
し
た
が
、
暴
風
で
遭
難
し
、

12
月
16
日
に
田
代
に
た
ど
り
着
い

た
。
正
月
も
近
い
の
に
門
松
や
し
め

縄
も
飾
れ
ず
、
餅
も
な
か
っ
た
た

め
、
生
ダ
イ
コ
ン
を
輪
切
り
に
し
、

餅
の
代
わ
り
と
し
た
。
そ
れ
以
後
、

正
月
に
は
餅
を
つ
か
ず
、
ダ
イ
コ
ン

を
輪
切
り
に
し
て
供
え
る
し
き
た

り
に
な
っ
て
い
る
。
輪
切
り
に
し
た

大
根
を
オ
バ
ン
デ
コ
ン
と
い
う
。
な

お
、
こ
の
ダ
イ
コ
ン
に
つ
い
て
は
、

大
原
家
・
中
野
家
も
同
じ
だ
そ
う

で
す
。

　

現
在
に
お
い
て
も
、
刀
や
槍
な

ど
残
っ
て
お
り
、
小
牧
家
の
氏
神

神
社
で
小
牧
家
・
舞
原
家
な
ど
親

族
が
集
ま
り
、
祖
先
を
祭
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

平
家
の
落
人
伝
説
に
ま
つ
わ
る

伝
説
や
史
跡
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

情
報
提
供
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

次
号
は
平
家
の
落
人
伝
説
が

残
っ
て
い
る
池
田
地
区
方
面
へ
向

か
っ
て
歩
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

〜
錦
江
町
田
代
麓
・
川
原
地
区
〜

　
今
月
は
、「
田
代
の
歴
史
」
か
ら
の
情
報
を

も
と
に
制
作
し
ま
し
た
。

【 

歴
史
か
ら
未
来
へ
導
く 

】

　４月から、錦江町の歴史や言い伝え、昔の遊びや行事など、特集を組んで取り上げています。
　町史や各資料より調べ掲載していきますが、掲載した内容と違う見解の資料などありましたら、錦江町
役場企画課広報へご連絡下さい。錦江町の歴史や文化をひも解き、観光や地域づくりに繋げて行きたいと
思います。また、個人でお持ちの歴史的資料や写真、言い伝えなどありましたら、取材や調査に行きたい
と思いますのでご連絡下さい。

【問い合わせ先】　錦江町役場 企画課　℡ 0994-22-3032

　
錦
江
町
の
田
代
地
区
に
は
、
大

原
地
区
に
続
き
、
平
家
の
落
人
伝

説
が
残
っ
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
田

代
家
・
小
牧
家
の
由
来
に
つ
い
て
ひ

も
解
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

田
代
家
の
由
来
に
つ
い
て
「
田
代

家
自
伝
文
書
」
の
中
に
、
田
代
清

定
が
文
明
５
年（
一
四
七
三
）に「
田

代
家
之
事
」
と
し
て
、
書
い
た
次

の
よ
う
な
文
書
が
残
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

田
代
家
の
先
祖
は
、
平
重
盛
の

二
男
で
あ
る
資
盛
の
子
孫
で
あ
る
。

平
家
の
都
落
ち
後
、
資
盛
・
実
盛
・

時
盛
と
４
代
に
亘
っ
て
隠
れ
住
ん

だ
。
時
盛
は
近
江
国
の
建
部
大
明

神
の
神
主
と
な
っ
て
、
姓
も
建
部

と
改
め
た
。
そ
し
て
鎌
倉
幕
府
に

願
い
出
て
大
隅
国
祢
寝
院
を
給
わ

り
、
姓
号
を
野
上
田
伊
代
守
と
改

め
た
。
時
盛
に
は
３
人
の
息
子
が

い
た
。
長
男
の
存
盛
は
佐
多
を
譲

ら
れ
て
佐
多
氏
と
な
っ
た
。
二
男

の
兼
盛
は
田
代
を
譲
ら
れ
て
田
代

氏
と
な
っ
た
。
三
男
の
成
盛
は
祢

寝
を
治
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

祢
寝
・
田
代
両
氏
と
も
平
重
盛

「
平
家
の
落
人
伝
説
を
歩
む
②
」
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広
域
農
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根占山川フェリー

ネッピー館

松崎街区公園
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大
藤
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稲尾岳自然環境保全地域

雄川滝

錦江町役場

病院

吊り橋

宿利原
農村公園

池田団地農村公園

日本一の
夕日スポット

神ノ川大橋

鹿 

児 
島 
湾

（
錦  

江  

湾
）

湧水

GS
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イヌマキ巨木

森林公園
水遊び森林浴
スポット

横尾岳
（標高930m）
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椅
山
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池
田
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学
校  

文

大根やぐら

文 

田
代
中
学
校

文 

錦
江
中
学
校

大
根
占
郵
便
局

南
部
消
防
署

大
根
占
小
学
校

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
青
山
荘

す
ず
し
ろ
の
里

錦
江
警
察
署

南大隅高校

南大隅町役場

宿
利
原
小
学
校 

文

鹿屋市

肝
付
町南大隅町
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花
瀬
公
園

奥
花
瀬
マ
ス
釣
場

瀬
々
来
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木場岳登山口 照葉樹の森
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文

大
原
小
学
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存盛（長男） 平　兼盛（次男） 平　成盛（三男）

田代氏へ

小牧家の氏神

①


